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●学位取得論文要旨
中国における農民工の社会保障制度に関する研究
一生活問題の視点から－
1．研究背景
今日の中国は高い経済成長率を続けている。し
かしながらそれと同時に、あまりにも経済成長を
急いた結果、社会の分化が急速に進行し、様々な
社会問題が噴出している。具体的には、開発によ
る環境破壊問題、そして都市と農村の格差問題、
地域間の格差および国民の貧富の格差の拡大とそ
れによる社会不安の増大、人口の高齢化、家族の
もつ扶養・介護機能の弱体化問題、労働力移動問
題などの問題に直面している。このような現状に
おいて、国民の生活保障を強化するために、特に
格差の拡大を是非するためには、社会保障制度の
整備と福祉サービスの拡充が、今の中国には必須
の課題となっている。
世界の多くの先進国では、工業化、都市化の進
展が必然的に農村部から都市部への労働力移動を
もたらしたが、中国においても改革開放以降、工
業化、都市化、市場化の進展による農村部から都
市部への労働力移動が起こった。その結果として
｢農民工」の問題が発生した。農民工とは、戸籍身
分は農民であり、土地を所有しているが、主に非
農業産業に従事しており、賃金を主要な収入源と
して生活を維持している労働者を指す。農民工は
中国の計画経済から市場経済への転換期における
中国の特徴的な産物といえる。
開放改革以降、都市周辺地域の乱開発や開拓に
よって、多くの農地が失われ、農民の生活にとっ
て最後のセーフティネットである土地保障も機能
せず、また広範な地域において農業の低生産性に
より、農民の生活構造が崩壊しつつある。その一
方で、都市部に出稼ぎする農民工は、中国の経済
発展、社会転換、都市化と現代化の進展の中で重
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要な貢献をしてきたにも関わらず、これまで農民
工は、必ずしも社会から十分な扱いを受けること
ができず、彼らを取り巻く生活環境は劣悪な状況
であった。
近年、中国の社会保障制度の整備・改革は、制
度政策の改革の中で重要な課題と位置づけられ、
各地で様々な施策の試みや制度化が進められてい
る。同時に、農民工をめく、る諸問題に対してもい
くつかの対策が講じられている。具体的には、戸
籍制度の改革と共に、従来の農民工の移動管理・
就業政策中心から特に農民工の就業・生活に関わ
る諸問題を解決すべ<対策が打ち出され、農民工
の就業制限の緩和や労働保護、子女教育、社会保
険などの領域において改善を図ろうとする制度改
革が進められつつある。しかしながら、経済成長
に伴う国民の生活が多様化する中、農民工の就労、
生活に関わる問題は依然存在し、特にその生活問
題を解決するための社会保障をめ<､る諸問題の根
本的な解決は未だ図られていない。
中国は現在、農民工に関わる複雑な課題に向け
てどのような政策を実施し、何を優先して実施す
るか模索している状況である。
2研究目的
本論文の目的は、農民工に関する最新動向を把
握しながら、現段階における農民工の問題の実態
を明らかにし、生活者である農民工が抱える諸課
題の解決に向けた社会保障制度体制について検討
することである。
まず、農民工をめく、る関連施策の転換過程を整
理し、その上で、農民工の社会保障制度に焦点を
当て、その現状と問題を分析し、農民工の生活問
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題を解決するために必要な社会保障制度について
考察した。
3.研究方法
3－1．先行文献
先行文献資料は、(1)中国における農民工および
社会保障制度に関する研究資料、(2)海外、特に日
本における生活問題・生活構造に関する研究およ
び農民工に関する研究文献資料、(3)農民工に関す
る政策、法規条例、関連データ等の資料(中国政府
の公表データ資料や最新の法規、通知、条例等の
資料を含む)を用いた。
3－2歴史的分析視点
本論文では、農民工および農民工問題の形成過
程を検証した。特に農民工の社会保障制度をめくﾞ
る諸問題は社会体制に由来するものであることか
ら、現中国の二元構造による社会保障制度の不均
衡な発展過程を歴史的に分析し検討した。（第一章）
S-3.事例実態調査と理論分析
これまでの研究動向と政策転換の考察を踏まえ
て、新政策体制下における農民工の就労・生活実
態を明らかにするため、中国地方都市における農
民工の就労・生活実態と社会保障制度の実態を中
心にした量的調査を行った。社会福祉学の視点か
らまとめる本論文において農民工の就労・生活の
実態から分析する視点は欠かせない作業である。
ここでの調査の目的は､農民工の生活問題を､就労・
生活方面から総合的に捉えることである。（第五章）
その上で、現段階における中国の実情に基づく
農民工を類型化することによる生活問題と生活構
造を検討し、それによる農民工の社会保障制度へ
の適用状況と社会保障制度の政策的な選択の問題
について検討した｡(第六章）
S-4.日本の経験を通じた比較の視点
本論文では、中国の農民工をめく、る社会保障制
度の課題を明らかにするために、国内の研究、政
策変遷だけではなく、諸外国の農村部から都市部
への農村労働力の移動過程における社会保障関連
問題を取り上げ、その経験から示唆を得ることを
目指している。そもそも全国民を対象とする社会
保障制度は、ドイツやイギリスを中心とするヨー
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ロッパ諸国で創設され、発展してきたものである。
その影響を受けてアジア諸国では日本が積極的に
取り入れ今日に至っている。農民工をめく､る諸問
題は中国社会の独特な現象であるが、中国の工業
化、都市化と伴い、農村労働力の移動過程に起き
る問題でもあり、その点から考えると、ヨーロッ
パ諸国および日本などの先進国の社会保障制度の
設計のしくみや労働力移動に伴う諸課題に対する
これまでの取り組みから学ぶ点は多いと考える。
(第二章）
4．論文の目次構成
序章
第一章中国社会保障制度の変遷と農民工
第二章農村労働力移動に伴う日本の対策・特
徴
第三章農民工の形成要因とその社会的影響
第四章農民工に対する関連政策の展開過程
第五章農民工の生活の現状とその問題の原因
分析
第六章農民工の社会保障制度と関連対策
第七章農民工の社会保障制度に関する考察
終章本論文における結論と課題
5．論文の章別内容
序章では、研究背景、研究目的、国内外の先行
研究の検討、研究方法、用語の定義について論じ
ることによって、本論文における全体的な構成を
提示した。特に、日本と中国での農民工に関連す
る先行研究の分析によって、先行研究の特徴と本
論文との関連を整理した。また、本論文の展開に
理解を深めるため、いくつかの用語の定義と説明
について整理した。特に、中国における社会保障
制度の定義や基本性格とその意義、また現中国の
二元構造をもつ社会保障制度体制の全体像を示し
た。
第一章では、農民工の社会保障制度をめく’る諸
問題は社会体制に由来するものであることから、
現中国の二元構造による社会保障制度の不均衡な
発展過程を歴史的に分析した上で、中国の社会保
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障制度の根本的問題は、農村部の社会保障制度の
不備と都市部の社会保障制度の排他性と偏狭性な
どによって生じる問題である。そこで歴史的視点
から農民工が置かれてきた状況を明らかにした。
第二章では、中国における農民工現象は中国社
会の独特な現象である。しかしながら、農民工の
ような農民の移動過程におきる問題は、世界の各
先進国が工業化、都市化の過程で経験している。
そのため、ここでは特に日本の社会保障整備の経
験や農村労働力移動に伴う関連社会保障の経験や
諸課題に対する取り組みを概観し、中国の社会保
障制度の改革と整備などへの適用可能性と示唆点
を探った。
第三章では、農民工の形成過程と特徴を整理し
た。まず、農民工の形成要因を中国の改革開放前
の計画経済時期と改革開放以降の市場経済への転
換しつつある社会・経済的背景から導き出し、そ
の形成過程を分析し明らかにした。次に、先行関
連研究と関連公開データによる現段階における農
民工の全体的な特徴を人口、就業、移動などの方
面から整理し、農民工をめく、る諸問題とその解決
に向けた今後の方針を検討した。
第四章では、農民工を取り巻く関連政策の展開
過程を明らかにし、その政策転換におけるいくつ
かの問題点について考察を行った。その結果、農
民工に対する移動管理・就業政策において、農民
工は改革開放以来、経済環境の変化、つまり経済
の市場化と戸籍制度の緩和に乗じて都市部に流入
したが、この過程において彼らに対して様々な規
制政策を繰り返しながらコントロールしてきたこ
とが明らかになった。また、都市住民と同様に納
税しているにも関わらず、十分な福祉サービスを
享受できていないことも判明した。しかし、今世
紀に入り農民工の諸問題の深刻化につれ、農民工
を保護する方向も示されつつある。この背景とし
て、農民工に対する制度差別の深刻化、それに起
因する低賃金、低福祉などによる珠江デルタや長
江デルタなどの一部地域で農民工不足の現象が起
きたことがあげられる。そこでここではその新し
い動きを踏まえながら、未だ残り続けている農民
工の課題を浮き彫りにした。
第五章では、これまでの検討を踏まえて、現
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段階における農民工の生活状況を調査によって明
らかにした。具体的には、中国地方都市（蘇州
市）における農民工の就労．生活実態と社会保障
実態を中心にした量的実態調査（350部、回収331
部、回収率94.6％）とその調査データの分析を行っ
た。その結果、新政策体制下でも、農民工には依
然として、(1)就業保障の欠如と雇用の不規範化(採
用ルートの不規範化や関連法整備の不明確性によ
る問題)、(2)住宅環境劣悪と住宅保障の欠如、(3)社
会保険の不備と最低生活保障の欠如、(4)福祉厚生
の悪さと地域福祉サービスの欠如など、様々な諸
問題に直面していることが明らかになった。その
上で、農民工が抱えている課題を就労関係と日常
生活の視点から捉え、農民工の生活問題．生活構
造を示した。また、調査分析に基づく考察の結果、
以下の4点の必要性を導くことができた。(1)平等．
規範的な就業制度の強化促進と農民工に対しての
合法的な労働権の確立｡(2)農民工の住宅環境の改
善策として、廉価な賃貸住宅、住宅保障の制度な
どの生活住宅問題への積極的な対策。(3)農民工に
対する教育・訓練の提供｡(4)中国の実状と制度構
築の可能性に即した段階的な社会保障制度の確立。
第六章では、農民工を類型化し、その構造を理
論化し、農民工の生活問題の解決に向けた提案を
行った。
(1)事例調査結果や先行関連研究に基づいて、農
民工集団の分類による特徴と中国の社会構造にお
ける農民工の位置づけや都市社会における分析を
通じて、その実態を明らかにした｡(図6－1、図6
－2参照）
（2）その上で、類型(i「安定・定着」しつつあ
る農民工、ii「移動性」のある農民工、iii「帰郷」
である農民工)からみる社会経済的処遇とそれによ
る生活問題を整理し分析した。また、現中国の社
会保障制度の農民工への適用状況を整理し、生活
問題とその構造に基づいて考えられる諸制度の具
体化を試みた。（図6－2，表6-2、表6-3、表6－4，
表6-5参照）
第七章では、今まで検討した日本からの社会保
障制度の整備経験や労働力移動に伴う諸課題に対
する取り組みを踏まえて、中国における農民工を
取り巻く社会保障制度の問題解決とその関連対策
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における示唆点と農民工をめぐる諸問題の解決に
おいて必要と考える施策の方向性を示した。
(1)社会保障制度の関連では、①農民工に対する
最低生活保障、社会扶助制度の確立、②農民工の
労災保険制度の確立、③農民工の疾病医療保障の
構築、④農民工の適用な養老保険制度の開発と構
築などの面での取り組みが急務であることを指摘
した。
(2)その他の施策として①戸籍制度の更なる改
革と平等・規範的な就業制度の推進、②土地保障
問題の認識と改革、③農民工を主体とする労働組
合の整備と育成、④農民工への職業訓練を含む教
育問題への取り組み、⑤関連企業に社会的責任を
もたせるための指導などの関連措置の対策が必要
であることを指摘した。
図6-l農民工の農村部から都市部へ移動に伴う階層変化(イメージ図）
｢震粁荘襄司
出所：筆者作成
図6-2都市社会における農民工の類型と社会経済的地位
出所：筆者作成
富裕層およ
び高収入層
1
、
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農民工
(暫住人口））
｢蔀帝荘襄司
都市部中間所得層
主都市部の低所得層皿
都市部の貧困層
上層(富裕層お
よび高収入層）
中間層
下層
貧困層
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表6-2中国社会保険制度の適用対象と加入方式
適用対象と加入方式
制度種類↓ 都市賃労働者 都市自営業者・住民 農民工 農民
都市労働者基本養老保険 強制加入 ■■■■■■■■■■■ 適用対象/任意加入 ■■■■■■■■■■■
養老保険 都市住民社会養老保険 任意加入 不適用 不適用
新型農村社会養老保険 － － 適用対象/任意加入 任意加入
都市労働者基本医療保険 強制加入 － 適用対象/任意加入
医療保険 都市住民基本医療保険 ■■■■■■■■■■■ 任意加入 不適用 不適用
新型農村合作医療保険 － 適用対象/任意加入 任意加入
労災保険 強制加入 － 適用対象/任意加入 －
失業保険 強制加入 － 適用対象/任意加入 －
生育保険 強制加入 － 適用対象/任意加入 ■■■■■■■■■■■
出所：筆者作成
表6-3中国都市部の社会保障制度(社会保険制度以外)の農民工への適用状況
適用対象
制度種類↓ 都市賃労働者 都市自営業者・住民 農民工
社会救済 自然災害救済や医療救済等 適用 適用 不適用
公的扶助 都市部最低生活保障 適用 適用 不適用
医療扶助 適用 適用 不適用
社会福祉 福祉サービス等 適用 適用 不適用
軍人優遇 対象限定 適用 適用 －
出所：筆者作成
表6-4農民工の分類傾向別にみる都市部社会保障制度への適用状況と適用程度
主な制度種類 i「安定・定着」 ii「移動性」 iii「帰郷」
養老保険 適用程度が高い 適用程度が低い 不適用
医療保険 適用程度が高い 適用程度が低い 不適用
社会保険 失業保険 適用 基本的に不適用 不適用
労災保険 適用 適用 不適用
生育保険 適用 不適用 不適用
社会救済 自然災害・貧困医療救済等 適用対象外 適用対象外 適用対象外
公的扶助
都市部最低生活保障
医療扶助
適用対象外
適用対象外
適用対象外
適用対象外
適用対象外
適用対象外
社会福祉 福祉サービス等 適用対象外 適用対象外 適用対象外
軍人優遇 ■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■ －
出所：筆者作成
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表6-5農民工の分類傾向別による生活状況・生活問題と関連対策
分類傾向別
i「安定・定着」しつ
つある農民工
ii「移動性」のある農
､●●
111
民工
｢帰郷」である農民
工（タイプ2）
出所：筆者作成
生活状況・生活問題
l都市社会における尊敬・公平・平等の権利意
識が比較的に強い。
2自分の価値問題の実現に努力している。
3都市部への定着を強く願っている。
4比較的に就業・賃金・収入が安定している
l就業・賃金・収入が不安定、常に労働権利侵
害問題が発生している。
2日常生活状況への不安が大きい。
3住環境の劣悪と居住場所が比較的に不安定
している。
4現実と個人価値問題の実現の乖離や個人価
値実現問題へ余裕がない。
5将来への不安が大きい。
l一部は賃金報酬だけが基本目的であり、就業
関係情報の要求意識が強い。
21の各問題を抱えている同時、都市部での長
期、安定化を図る。
45
関連対策
l労災保険・医療保険適用の拡大、保険加入意
識の強化。
2養老保険制度への適用確立
3地域福祉サービスの適用
4職業訓練の強化や子女の教育問題
l臨時的な過渡段階の労災保険・医療保険・養
老保険を含む統合適用対策、地域による保険
関係の継続システム管理強化
2特殊な社会救済制度の整備とその内容の強
化及び公的住宅保障の適用
3都市部の最低生活保障の適用
4職業訓練の保障整備
5失業保険加入条件の緩和と給付水準と期間
の緩和
6子連れ農民工子女の基本就学・教育保障
l基本就労情報提供、基本生活の保障・援助体
制
2疾病医療救済や社会共済
3留守児童の教育問題
